



































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































農産物米 43.2 19.9 63.1 
野菜 135.7 29.3 165.0 
果実 108.9 14.5 123.3 
麦 0.1 3」 3.2 
大豆 194.6 71.8 266.4 
緑茶（荒茶） 73.1 28.9 102.0 









合計 2,894.9 3,2107 
出典：『有機農産物マーケティング要覧』ハーペスト・リサーチ企画・調査・発行2004年４月
＊「ハーベスト・リサーチ」推計
＊農産物推計の元値は農水省消費・安全局発表の「認定事業者に係わる格付実績」
＊加工品についての推計は，総務省「家計調査年報」と店頭調査等による
表より、
有機食品の市場規模＝農産物1,027.46億円十加工品・中外食等2,183.21億円＝3,210.7億円
有機食品の消費者市場規模＝農産物家計消費71169億円十加工品2.183.21億円＝2,894.9億円
生鮮青果物小売販売額中に占める有機の割合（農産物家計消費推計値／商業統計の小売販売額）は
野菜
果実
0.53％ 
0.88％ 
という点では，有機農産物の市場は明らかに成長
段階に入っていると言える。有機農産物に対する
顕在需要は，先進諸国だけに限られているわけで
はない。中国のような発展途上国でも，自らの健
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本論文の（下）では，世界中ではじまっている
新しいトレンドを実態調査を踏まえてレビューし
てみることになる。
康や食の安全`性に対する関心は高い。ＳＡＲＳの
影轡もあって，安全と健康のために有機食品を積
極的に購入しようとする裕福なセグメントが生ま
れている。生産量が増えるにつれて，慣行栽培,Iiill
と有機栽培農産物との価格差がしだいに縮小して
きている。
消費需要の伸びも顕著である。米国ではかなり
急速に（年率20％以上)，欧州．日本ではやや緩
やかではあるが（年率10～20％)，有機食品に対
する需要は伸びている。ただし，有機農産物には
生産の適地（デンマーク，米国，中国の一部地域
など）と相対的な不適地（英国，日本など）が存
在している。主たる要因は，有機農業生産にとっ
ての気候条件と第一次産業の社会インフラの違い
である。
需要と供給のギャップは，海外からの輸入で埋
め合わせられている。しかし，とりわけ有機農産
物に関しては，生産履歴開示（トレーサビリティ）
や植物検疫，有機認証制度といった追加的な障壁
が存在しているために，国際貿易に関しては政府
間で多くの交渉課題が残されている。
問題をさらに複雑にしているのは，各国政府間
で農産物の産業・貿易政策に関して路線対立が存
在していることである。北米大陸と欧州大陸の間
で利害が対立しているだけでない。本来は農業生
産物の輸出国であるはずの発展途上国（南側）と
輸入国側で先進工業諸国（北側）との間の対ilrも
存在している。世界各地で実施されているさまざ
まな消費者調査によると，国民の健康増進（医療
政策との関連)，食の安全性確保，環境保全政策
に関して，各国政府の政策的な対応だけでなく，
消費者レベルにおいても．国民性や消費文化の違
いによって，有機農産物に対する考え方，受容度，
嗜好にかなり大きな差異が存在している｡､稲
有機農産物（米国では自然食品）に対する消費
者側での違いを反映して，あるいは，消費者lilllの
変化に適応する形で，各国の流通．小売業昔の中
で．有機農産物のマーケティングについて積械的
な取り組みを始める企業が登場している。具体的
には，有機農産物の新しい生産．供給．加工シス
テムや流通チャネルの開発である。また，革新的
な自然食品系の小売業態や売場づくり，商品陳列
方法の提案・改善などである。
<脚注（中)〉
＊1本論文は．「文部科学省科学研究YH補助金」（12
成１５～17年度・基盤研究Ｂ）によって実施されて
いる助成研究「有機農産物の安全性を弩噸した消
費者への情報提示と小売店の店舗デザイン」or
部である。なお．本論文で引用される広範な資料
の収集は，小川研究室のリサーチアシス狭ント・
青木恭子が行い．小川孔輔が資料を再編架したI芝
で，レビュー論文の形式で文章化したものである，
､２中島紀一・趙鉄偉（2003［58]）「＃】国新印Ｗｉ大
都市中産階級の形成と緑色食品」『月刊NOSＡＩ』
（全国農業共済協会）６月，44-50頁。以下は，中脇
らによる観察記録である。中国社会科学院は2002
年，’１]図社会を５大等級に分類したが．「中16]的社
会階層」が二の新中間層（＝年収２～１０万元厨＝
９６～100万円）にあたり。その中心はポスト文載世
代の25～35歳とされる北京では「家福楽」（カル
フール）の「有機農圧」（有機食品）コーナーや
「華堂商場」（イトーヨーカ堂）の「小湯山」（緑色
食IMI）などのコーナーが人気を集めている。安全
性に疑いの濃い自由市場に対し，安全性・満品質
を掲げる外資系等大手スーパーで，緑色食品がブ
ランド化して販売されている。
筆者も，今年（2005年）３月と４月に中国（上海）
を調査で訪問した際に．上海のカルフールで，色
野菜コーナーを見つけた。後にネットを通して調
べてみたところ．二の会社は．元々日本向けに有
機野菜の栽培を始めていたことが判明した。おそ
らく，植物検疫や残留農薬の問題で，日本l{i]け輸
出が難しくなったことと，中島らが指摘するよう
に，国内市場が開けたことでハイパーマーケット
での有機野菜販売に切り替えたものと推測できる。
＊３日経食品マーケット（2003［59]）「追跡食の
安全中国産冷凍野菜水泡に帰す残留農薬対箙」
『日経食,i1iマーケット』７月号，109-112頁。「I11llil
産ほうれん草」だけが違反を繰り返したのは，輸
入時の監視体制に関連している。つまり．前回の
違反により，モニダリング調査ではなく,届け|{Ｉ
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野菜の全量検査をする「命令検査」の対象になっ
ていたが，違反対象の農薬「クロルピリホス」の
基準値が低いため，違反摘発の確率が高まってい
たからである。
率４宮澤由彦・太田原高昭（2002）「中国における
輸出向け「有機野菜」生産の背景と企業戦略－１１１
束省の加工企業を事例として」『農経論議』（北海
道大学）第58号，123-133頁。
態５筆者ら（小川，酒井）も，2003年12月に，山東
省（青島郊外）と上海郊外にある有機農産物の大
規模食品加工場を視察する機会を得た。いずれも
主として日本向けの有機野菜加工場である。訪問
先は，（１）「青島国際煎苗有限公司」（キリンビー
ルの資本系列，白菜を元とした育稲・採種農場）
青島李範区（2003年12月23日)，（２）「ミレニアム」
（香港資本．350ｈａの大規模有機野菜栽培農場）青
島市郊外（2003年12月23日)，（３）「華建農産品有
限公司」（日本向けの有機サツマイモの、場と加工
場）山東省折水県（2003年12月24日)，（４）「111束
省折水県有機農産物圃場」（複数の圃場を案内）１１１
束省折水県（2003年１２月24日)，（５）「交大農業科
技有限公司」「上海九田食品有限公司」（日本向け
の冷凍有機野菜加工場，約６億円）（2003年12月２７
日)。以上の調査報告記録は，「中国視察報告書」
（酒井・小川2004）として残されている。山東省
の栽培加工状況について，宮澤ら（2002［60]）の
認識は，われわれの見聞とほぼ全面的に一致して
いる。
*６飯標理一郎（2001［83]）「ＷＴＯ体制とコーデツ
クス」日本農業市場学会編『食品の安全性と品質
表示』筑波書房，15-32頁。
*７JacquesBerthelot（2003［85]),℃onferencea 
hautsrisquesaCancun：Lestroisabel･raLions 
despolitiquesagricoles,”ＬＥＭＤ"dをDiplomati‐
ｑⅨａ（邦訳：三浦礼恒訳（2003）「世界の自滅的な
農業政策」『ル・モントデイプロマテイーク日本
語電子版』2003年９月号httJM/U)砂Ⅲ'.‘jpJo.〃
ん/tzrtjcl鍋０３/0309-イ/htmJ)。NicolasＢｅｌｌ（2003
［86])，．`Voyageaupaysdeshommesinvisibles： 
LEuropeorganiselaclandestinite,”ＬｅＭｏ"de 
DjPJomati9ue（邦訳：瀬尾じゅん訳（2003）「ヨー
ロッパの豊かな台所の陰」『ル・モンド・デイプロ
マテイーク日本語電子版」2003年４月号。南仏の
ある県では，この12年間で，４３％の農家が廃業し
た一方，スーパーの収益は急上昇し，フランスの
長者番付トップ10のうち５人までが大型小売店の
経営者である。フランスやスペインの事業者は，
人件費をさらに抑えるためにモロッコに投資した
り，東欧や北アフリカの季節労働者たちを使う。
イギリスでは，増え続ける東欧からの労働音を
「マフィア集団」などが組織化し，賃金水準や労働
条件を仕切っている。早くから農業の集約化を進
めたオランダでは，不法労働者の３分の１に当た
る10万人が花卉や青果の生産に従事する。フラン
スはじめ欧州では農業季節労働者の地位が古くか
ら制度化されている。滞在期間は数週間，社会保
険や年金はなく，賃金は非常に安く，組合も存在
しない。ＥＵ東方拡大で、没落した何百万もの東欧
の農民や，他の東欧人と，南欧の移民の間での競
争が激化し，雇い主に有利な状況を生んでいる。
雇い主はキリスト教文化圏の白人低廉労働者を好
む傾向があり，北アフリカ移民労働者の人種差別
的な排斥にもつながっている（毎摘みなど)。
鞭８大企業の擁護的な機能を持つという観点は，
Ｍｕ]tinationalMonitor（1997［153]),"Sabotag-
ingOrganicStandards､耐Mmltmatjo"αJMD"itoJV，
December,ｐＰ６－７，においても見られる。ＮＧＯ
関係者らが，ＵＳＤＡの有機認証法案への疑義（Ｇ
Ｍや放射線照射容認案）を表明した記事。ＵＳＤＡ
は食品の安全性・農民の生計に責任があるととも
に，農業の産業化とグローバル化の推進勢力でも
あり，アグリピジネス大企業や化学肥料・パイテ
ク企業とともに働くという，二面･性があるという
見解。
*９Robins，Peter（2003｛Ｃ２))，Stole〃nTLits，
ZedBook.,小川孔輔（2004）「個人ＨＰ：フエアト
レード＋新刊紹介：PeterRobins,StolenFruits,､
ZedBook,2003年（収奪された果実)」７月25日，
（http://www､kosuke-ogawacom/） 
*１０日本経済新聞社（20041Ｃ３｝）「フエアトレー
ド商品」『日本経済新聞朝刊』７月22日号。フエア
トレード（FairTrade）商品とは，「公正な貿易取
引商品」のことである。開発途上国（アフリカ，
中南米など）の生産者の生活環境を守るために．
先進国の職人者（消費者）が商品を安く買いたた
かない生活支援運動である。数年前から欧州の国々
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「生鮮食料品の原産地表示及び有機表示に関する意
識調査について特集・青果物の表示制度」『野菜
季報』第70号．52-60頁。
*１９関義雄・衰静・馬淵キノエ（2003［65]）「消費
肴の視点から見た農産物ブランドの価値」『同志社
商学』第54巻第５／６号，126-141頁。
*２０大浦裕二・河野恵伸・合崎英男・佐藤和恵
（2002［66]）「青果物の産地・栽培方法に関するブ
ランドパワーの測定」『農業経営通信』（独立行政
法人農業技術研究機構中央農業総合研究センター
経営計画部）第212号，30-33頁。大浦らの研究で
は，原瀧地名をブランドの一部と考え．産地競合
のある青果物5品目について調査を実施し，国内外
の産地ブランドの推定パラメーターを算出したう
えで，各産地のブランドか相対的ボジショニン
グと産地格差をシミュレーション分析している。
首都圏世帯郵送調査でⅢ有効回答254票
､２１鐸田学（2003［67]）「畜産物需要開発調査研究
から消費者の牛乳選択行動における鮮度．安全
性，グリーン購入志向のコンジョイント分析」『畜
産の情報［国内編]』（農業畜産振興事業団）第161
号，20-24頁。著者は帯広畜産大学の教授である。
時代背景としては’2000年の雪印食中毒事件を受
けた研究で，牛乳の安全性とＨＡＣＣＰ認証制度の
あり方への疑問を提示している。①牛乳への加工
段階の安全性確保への認証表示としてのＨＡＣＣＰ
ラベル，②生乳生産段階の環境対策（糞尿処理）
認証表示としてのエコラベルー仮想ラペル，③品
質保持期限までの残り日数（鮮度表示）に対する
消費者の価値評価の|M]のトレードオフを推定して
いる。札幌・松戸など消費者にアンケートである
が，回答率低い。
*２２農林漁業金融公庫（2001［68]）「調査報告食
品の安全性に関する意向調査一消費者の意識と問
題発生時の購買行動特集：消費者を見据えた食
品提供を考える」『月刊HACCP』（鶏卵肉情報セ
ンター）第７巻第７号，48-58頁。1111純除く都道府
県庁所在地で2,300世帯を対象に嫉視した郵送調査
である。回収率35発，806票回収，うち50歳以上
562票。
*２３セゾン総合研究所（2003［69]）「首都圏在住
1,200人（男女）を対象とした《アンケート調査結
果》『食の安全・安心に関する消費者意識と行動
ではじまり，スイスなど生協運動が盛んなところ
では強力に推進されはじめている（2003年に．法
政大学がセミナーで招聰したスイスの生協「ミグ
ロス」の女'性バイヤーは．アフリカから輸入する
バラですでにフェアトレードを実行していること
を力説していた。スローフードの動き〆食のトレー
サピリティの問題などととも関連がある。
*１１矢野泉（2001［84]）「輸入農産物の増大とポス
ト・ハーベスト農薬」日本農業市場学会編『食品
の安全性と品質表示』筑波書房，33-5]頁。
*l2Mader,PauLAndreasFlieAbach,DavidDu-
bois,LucieGunst,PadruotFriedandUrsNiggli 
（2002［145]),"SoilFertilityandBiodiversityin 
OrganicFarming,”Scie几Ce,ＶＯＬ296,Issue5573
（Ｍａｙ３１)，ppl694-1697、
窯l3StokstadErik（2002［146]),℃rganicFarms
ReapManyBenefits/,SbjG"cejVbIp,May30,pp､ 
１‐２ 
鑿l4Trewavas,Anthony（2001［147]),`Urban
MythsofOrganicFarming,”Mztmre,March22， 
pp409-410． 
*l5BournPianeandJohnPrescott（2002［148])， 
“AComparisonoftheNutritionalValue，sen‐ 
soryQualities,andFbodSafetyofOrganically 
andConvenLionallyP1･oducedFoods..，CrJtimJ 
Reuje雌ｓｉｎＦｂｏｄＳｃｊｅ"ｃｅｑｒｚｄｊＶｍ〃tio"，Vol､４２，
Ｎ０．１，ｐｐｌ－３４． 
*１６峯木真知子・坂本薫・石井よう子Ｑ藤井昭子・
新撰祥恵・川井考子・金谷昭子（2001［61]）「食
環境における食市場の変化と消費者行動一有機農産
物の流通と消費」『日本調理科学会誌』第34巻第２
号．214-223頁。調査内容は，「有機農産物に関す
る店頭調査」（全国6都市，107店舗，1999年）と
「消費者調査」（女子大・短大生の家庭．719票）で
ある。
*１７松久勉（2000［62]）「有機農産物等に対する-．
般消費者の意識--減農薬栽培野菜を中心に」『農業
経済研究別冊、（日本農業経済学会)，143-145頁。
準１８田口誠・盛岡通・楠部孝誠（2001［63]),"Pre-
ferenceEstimationtowardOrganicVegetables 
thlDughCVandSalesExperiments，andColl‐ 
sumerSurplusAnalysis,，『環境科学会誌』第１４
巻第５号，477-489頁。井上周一郎（2000［64]）
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の変化』」『食の科学」第299号，34-43頁。回収は
1,040票で，回収率は86.7％と高い。
率２４農林水産省総合食料局消費生活課（2002［186]）
「テーマ１．特別栽培農産物の表示に関する意識
について」『平成13年度食料品消費モニターiii３
回定期調査結果の概要について』農林水産省｡iijjli
実施の消費者モニター調査については，テーマ)１１１
に多くの公刊資料が利用可能である（[]88］～
［]961分権リストは（下）に収録予定)，
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